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は
じ
め
に

二
〇
二
一
年
、
近
江
学
研
究
所
の
共
同
研
究
者
と
し
て
、

連
携
し
て
い
る
琵
琶
湖
環
境
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
統
括
研

究
員
で
あ
る
キ
ム
・
ゼ
ギ
ュ
先
生
か
ら
、
大お
お

津つ

茗み
ょ
う

荷が

村む
ら
（
大

津
市
伊
香
立
）
に
つ
い
て
、
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
大
津

を
拠
点
と
す
る
大
津
茗
荷
村
は
、
障
害
を
持
つ
人
や
健
常
者

が
と
も
に
暮
ら
し
、
働
く
場
を
創
出
し
て
、
六
次
産
業
を
展

開
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
で
あ
り
、
成
安
造
形
大
学
の

教
員
や
学
生
た
ち
と
と
も
に
活
動
で
き
な
い
か
と
い
う
漠
然

と
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。

元
々
、
茗
荷
村
と
は
、
今
か
ら
四
十
年
前
に
、
東
近
江
市

の
大お
お

萩は
ぎ

と
い
う
集
落
に
誕
生
し
た
共
同
体
組
織
で
、
開
村
当

時
か
ら
琵
琶
湖
環
境
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
元
セ
ン
タ
ー
長
の

内
藤
正
明
先
生
が
興
味
を
示
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
っ
て
後
方

か
ら
支
援
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。

ま
ず
は
、
相
談
者
で
あ
る
大
津
茗
荷
村
を
主
宰
す
る
薮や
ぶ

田た

喜き

山ざ
ん

氏
と
会
っ
て
話
を
伺
う
こ
と
に
し
た
。

薮
田
氏
か
ら
は
じ
め
に
伺
っ
た
の
は
、
な
ぜ
「
茗
荷
村
」

と
名
付
け
ら
れ
た
の
か
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。
こ
の
話
は
、

非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
り
、
後
述
す
る
が
、
筆
者
が
宗

教
民
俗
研
究
者
と
し
て
、
茗
荷
村
の
活
動
に
触
れ
て
み
た
い

と
思
う
強
い
動
機
と
な
っ
た
。

ま
た
、
障
害
児
教
育
の
先
駆
者
の
一
人
と
言
わ
れ
る
田
村

一い
ち

二じ

氏
の
思
想
に
よ
っ
て
近
江
に
開
村
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

に
も
興
味
を
持
っ
た
。

現
在
、
近
江
学
研
究
所
で
は
「
惣
」「
座
」「
講
」
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
三
ヶ
年
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

て
い
る
。
内
容
は
、
禍
わ
ざ
わ
いを
経
て
地
縁
・
血
縁
や
生な
り

業わ
い

、
趣
味

嗜
好
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
検
証
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
の
茗
荷
村
の
活
動
は
、
ま
さ
に
地
縁
血
縁
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
元
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
様
々
な
生
業
を
持
つ

人
々
が
集
ま
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
な
ん
と
い
っ
て
も
み
ん

な
が
楽
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
も
あ
る
。

数
日
に
わ
た
っ
て
取
材
し
た
茗
荷
村
の
見
聞
記
を
報
告
す

る
と
同
時
に
、
未
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
姿
を
映
し
出
す
試

み
と
し
た
い
。

第
一
章
　
茗
荷
村
の
概
観

（
一
）
大
萩
茗
荷
村
を
訪
ね
て

二
〇
二
三
年
八
月
、
大
津
茗
荷
村
の
薮
田
喜
山
氏
の
案
内

で
、
そ
の
村
の
原
点
で
あ
る
大
萩
茗
荷
村
を
訪
ね
た
。
薮
田

氏
の
拠
点
は
大
津
市
の
北
部
、
伊
香
立
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら

車
で
琵
琶
湖
大
橋
を
渡
っ
て
東
近
江
市
に
向
か
っ
た
。
約
一

時
間
半
、
名
神
高
速
の
八
日
市
Ｉ
Ｃ
を
降
り
て
湖
東
三
山
の

一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
百
済
寺
の
近
く
、
東
近
江
市
上
山
町

に
あ
る
就
労
継
続
支
援
事
業
Ｂ
型
施
設
で
あ
る
社
会
福
祉
法

Name:
KATOH Kenji

Title:
Observations of Myoga Village: A Community of Blood and Geographical Ties
―From the Perspective of Omi Studies―

Summary:
Ohagi Myoga Village in Higashiomi City, Shiga Prefecture celebrated its 40th anniversary. It is 
an ideal place where people with disabilities and able-bodied people coexist. Currently, the Omi 
Multicultural Institute is focusing on communities based on geographical and blood ties, and for 
the past three years we have been observing various communities over time. As an introduction, 
I looked at Ohagi Myoga Village and at the nature of local communities that will exist in future 
society from the perspective of Omi Studies.
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人
美び

輪わ

湖こ

の
家
「
工
房
和
楽
」
に
到
着
し
た
。
そ
こ
で
、
現

在
、
大
萩
茗
荷
村
代
表
で
あ
る
小
泉
一
郎
氏
と
合
流
し
、
と

も
に
茗
荷
村
に
向
か
っ
た
。

大
萩
茗
荷
村
は
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
七
月
八

日
に
、
当
時
の
愛
東
町
大
萩
、
現
在
の
東
近
江
市
百
済
寺
甲

町
で
誕
生
し
た
。
茗
荷
村
の
構
想
は
、
教
育
者
で
思
想
家
で

も
あ
る
田
村
一
二
氏
に
よ
る
。
田
村
氏
は
、
太
平
洋
戦
争
終

戦
後
の
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
、
糸
賀
一
雄
、
池

田
太
郎
と
と
も
に
養
護
兼
知
的
障
害
児
施
設
「
近
江
学
園
」

の
創
設
に
中
心
的
な
役
割
を
持
っ
て
関
わ
り
、
そ
の
後
、
知

的
障
害
者
更
生
施
設
の
創
設
や
、
知
的
障
害
者
教
育
を
推
進

す
る
組
織
で
あ
る
茗
荷
会
を
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）

に
設
立
し
て
そ
の
代
表
と
な
り
、
そ
の
後
、
障
害
を
持
つ
人

と
健
常
者
が
と
も
に
暮
ら
す
村
と
し
て
、
大
萩
茗
荷
村
を
開

村
し
た
。

「
工
房
和
楽
」
か
ら
車

で
山
道
に
入
り
、
約
二
十

分
林
道
を
進
む
と
大
萩
茗

荷
村
に
着
い
た
。

入
り
口
に
は
、
陶
版
が

組
み
合
わ
さ
れ
「
大
萩
茗

荷
村
」
と
表
示
さ
れ
た
可

愛
ら
し
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

が
あ
り
、
そ
こ
に
車
を
停

め
て
徒
歩
で
村
に
入
っ

た
。
中
央
に
小
さ
な
広
場

が
あ
り
、
周
辺
に
木
造
の

建
物
が
十
棟
ほ
ど
で
あ
ろ

う
か
佇
ん
で
い
る
。
全
体

的
に
は
森
林
の
窪
地
の
よ

う
な
と
こ
ろ
に
な
る
の
だ

ろ
う
か
、
大
萩
茗
荷
村
は

自
然
の
中
に
溶
け
込
ん
で

い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

そ
の
場
所
は
、
か
つ
て

大
萩
村
と
い
う
集
落
が
存

在
し
た
が
、
厳
し
い
自
然

環
境
の
中
、
自
然
災
害
を

き
っ
か
け
に
集
落
ご
と
麓

に
移
住
し
た
。田
村
氏
は
、

わ
ざ
わ
ざ
そ
の
跡
地
を
選

ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

開
村
当
時
は
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
は
無
く
、
車
で
麓
ま
で

二
十
分
、
麓
か
ら
Ｊ
Ｒ
能
登
川
駅
ま
で
三
十
分
。
も
ち
ろ
ん

近
く
に
病
院
や
学
校
、
市
場
も
無
い
。

田
村
氏
は
茗
荷
村
と
い
う
理
想
郷
を
つ
く
ろ
う
と
思
い

立
っ
た
と
き
、日
本
全
国
の
福
祉
施
設
を
見
て
歩
き
な
が
ら
、

候
補
地
を
探
し
た
が
、
最
終
的
に
こ
の
地
を
選
ん
だ
。
も
ち

ろ
ん
駅
に
近
く
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
整
っ
た
好
条
件
の
土
地

も
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
最
も
自
然
環
境
が
厳
し
い
場
所
を
選

ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
田
村
氏
は
、
障
害
が
あ
る
、
無
い

に
か
か
わ
ら
ず
、
と
も
に
協
力
し
て
村
を
運
営
す
る
に
は
、

過
酷
な
自
然
環
境
に
あ
る
方
が
良
い
と
考
え
た
。
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
整
い
、
何
も
か
も
便
利
な
暮
ら
し
の
中
に
、
苦
労
は

無
く
、
苦
労
が
無
け
れ
ば
、
協
力
し
た
り
、
感
謝
の
気
持
ち

が
生
ま
れ
な
い
と
考
え
た
の
だ
と
い
う
。

写真 1 入り口にある「大萩茗荷村」と表示されたモニュメント

写真 3 広場横の建物 数名の村民が生活している写真 4 田村氏が生活していた「茗荷村研究所」

写真 2 大萩茗荷村の様子 小さな広場に建物が散在する
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ご
案
内
い
た
だ
い
た
小
泉
氏
は
、
開
村
か
ら
五
年
目
に
入

村
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
開
村
当
時
の
苦
労
は
知
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、「
田
村
先
生
と
こ
の
地
で
語
ら
っ
た

記
憶
は
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
」
と
懐
か
し
み
な
が
ら
、
当
時
、

田
村
氏
が
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う
建
物
（
現
在
は
茗
荷
村

研
究
所
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
）
の
中
を
案
内
し
て

い
た
だ
い
た
。

田
村
氏
は
、
か
つ
て
洋
画
家
の
須
田
国
太
郎
に
師
事
し
た

こ
と
も
あ
り
、
襖
に
は
自
身
に
よ
る
独
特
な
味
わ
い
が
あ
る

カ
ッ
パ
や
キ
ツ
ネ
、
地
蔵
菩
薩
な
ど
が
描
か
れ
、
民
俗
的
な

世
界
が
表
現
さ
れ
て
い
た
。

当
時
、
和
や
か
に
語
ら
っ
た
と
い
う
囲
炉
裏
や
、
家
族
の

写
真
な
ど
も
飾
ら
れ
て
お
り
、
亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
こ
こ
に

出
入
さ
れ
て
お
ら
れ
た
と
い
う
雰
囲
気
が
十
分
に
伝
わ
っ
て

く
る
。

他
に
、
食
堂
と
言
わ
れ

る
施
設
も
ご
案
内
い
た
だ

き
、
現
在
も
村
の
住
民
が

こ
こ
に
朝
、
昼
、
晩
に
集

ま
り
、
十
数
人
が
協
力
し

あ
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
と

伺
っ
た
。
食
堂
の
世
話
を

す
る
女
性
と
、
村
に
暮
ら

す
住
民
の
男
性
に
出
会
っ

た
が
、
お
二
人
と
も
始
終

笑
顔
が
絶
え
な
か
っ
た
。

大
萩
茗
荷
村
を
後
に
し

て
、麓
の
百
済
寺
の
近
く
、

「
く
だ
ら
山
荘
」
と
呼
ば
れ
る
茗
荷
村
の
交
流
施
設
に
ご
案

内
い
た
だ
き
、
そ
こ
で
、
茗
荷
村
前
代
表
で
、
田
村
一
二
氏

と
と
も
に
開
村
当
初
か
ら
村
の
運
営
に
深
く
関
わ
り
、
田
村

氏
の
思
想
、
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
支
え
て
こ
ら
れ
た
高た
か

城し
ろ

一か
ず

哉や

氏
と
出
会
っ
た
。

こ
の
日
は
、「
く
だ
ら
山
荘
」
に
て
、
ゆ
っ
く
り
と
話
を

伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

（
二
）
大
萩
茗
荷
村
の
現
在

田
村
氏
の
思
想
を
も
と
に
し
た
茗
荷
村
の
開
村
と
同
時

に
、
高
城
氏
が
家
族
と
と
も
に
入
村
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
こ

か
ら
現
在
ま
で
四
十
年
と
い
う
歳
月
を
経
て
、
現
在
は
、
二

〇
〇
名
を
超
え
る
村
人
が
県
内
各
地
に
散
在
す
る
と
い
う
。

こ
こ
で
は
そ
の
組
織
に
つ
い
て
伺
っ
た
こ
と
を
記
し
て
み
た

い
。大

き
な
括
り
と
し
て
、大
萩
茗
荷
村
と
い
う
村
が
存
在
し
、

本
拠
地
は
先
述
し
た
東
近
江
市
百
済
寺
甲
町
（
大
萩
村
）
に

あ
る
。そ
こ
に
は
、宗
教
法
人
と
し
て
宗
派
を
問
わ
な
い「
茗

荷
山
天
保
寺
」
と
い
う
寺
院
が
あ
り
、
住
職
が
常
駐
し
、
仏

式
、
神
式
の
行
事
が
一
年
を
通
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
別
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
茗
荷
村
」
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
存
在
し
、
そ
こ
で
は
国
内
外
の
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
支

援
活
動
を
中
心
に
、
研
修
事
業
、
福
祉
事
業
、
保
育
事
業
、

国
際
協
力
事
業
等
の
非
営
利
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
情
報
紙
の
発
刊
を
通
し
て
、
茗
荷
村
全
体
の
広
報
活
動

も
行
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、
下
記
の
施
設
が
存
在
し
、
大
萩
茗
荷
村
全
体
を

構
成
し
て
い
る
。

写真 5 田村氏が描いたという襖の絵

写真 6 みんなが集まる食堂内部写真 7 食堂の厨房
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○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
三み

艸く
さ

苑え
ん

家
族
（
東
近
江
市
青
山
町
）

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム　

や
ま
ゆ
り
（
定
員
六
名
）

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム　

三
艸
苑
（
定
員
六
名
）

・ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
の
木
（
定
員

五
名
）

・ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
の
木　

み
や

こ
（
定
員
五
名
）

・ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
の
木　

あ
お

や
ま
（
定
員
三
名
）

・
サ
テ
ラ
イ
ト
住
居　

千
鳥
庵

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

花
の
う
て
な
（
定
員
四
名
）

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

あ
し
び
か
（
定
員
四
名
）

・
サ
テ
ラ
イ
ト
住
居　

が
じ
ゅ
ま
る
の
家

・
天
空
（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
十
名
・
生
活
介
護
十
名
）

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

わ
ら
べ
村
（
東
近
江
市
青
山
町
）

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

愛
育
苑
・
愛
育
苑
（
定
員
六
名
）

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

愛
育
苑
・
直
心
庵
（
定
員
五
名
）

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

愛
育
苑
・
大
楽
（
定
員
五
名
）

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

自
然
寮
・
自
然
寮
（
定
員
六
名
）

・ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

自
然
寮
・
か
た
つ
む
り
の
家
（
定

員
一
名
）

・
サ
テ
ラ
イ
ト
住
居　

ア
ト
リ
エ

○ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム　

石
南
花
の
家
（
個
人
運
営
）（
蒲

生
郡
日
野
町　

定
員
六
名
）

○ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム　

す
ず
ら
ん
（
個
人
運
営
）（
愛
知

郡
愛
荘
町　

定
員
六
名
）

○ 

社
会
福
祉
法
人　

美
輪
湖
の
家
（
東
近
江
市
百
済
寺
町
本

町
）

・
工
房
和
楽
（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
二
十
名
）

・
大
楽
（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
二
十
名
）

・ 

き
ら
り
庵
（
生
活
介
護
二
十
名
）（
特
定
相
談
支
援
・

自
立
生
活
支
援
事
業
「
は
ん
ど
く
さ
ん
」　

地
域
生
活

サ
ポ
ー
ト　

日
中
一
時
支
援
）

・
み
ょ
う
が
（
生
活
介
護
十
四
名
・
生
活
訓
練
六
名
）

・
お
お
き
な
木
（
生
活
介
護
二
十
名
）

・ 

暮
ら
し
を
考
え
る
会
（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
二
十
名　

日
中
一
時
支
援
）

・
フ
ル
ミ
ナ
（
生
活
介
護
十
三
名
）

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

そ
の
の
家
（
定
員
五
名
）

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

野
の
花
（
定
員
五
名
）

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

松
平
の
家
（
定
員
五
名
）

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

清
和
の
家
（
定
員
五
名
）

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

陽
気
寮
（
定
員
四
名
）

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

す
ず
ら
ん
の
家
（
定
員
四
名
）

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

大
樹
（
定
員
六
名
）

・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

檀
那
木
（
定
員
九
名
）

○
社
会
福
祉
法
人　

美
輪
湖
の
家
大
津
（
大
津
市
中
庄
）

・ 

瑞
穂
（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
二
十
六
名
・
就
労
移
行
支

援
六
名　

日
中
一
時
支
援
「
パ
レ
ッ
ト
」「
相
談
支
援

事
業
所
ひ
な
た
」　

居
宅
・
行
動
支
援
・
移
動
支
援
「
き

り
ん
」）

・ 

茗
荷
塾
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

さ
か
も
と
（
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
二
十
名
・
自
立
訓
練
十
名
）

・ 

美
輪
湖
マ
ノ
ー
ナ
フ
ァ
ー
ム
（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
二

十
名
・
就
労
定
着
支
援
十
名
）

・
和
邇
の
里
（
生
活
介
護
二
十
名
）

・
愛
育
苑
（
生
活
介
護
二
十
名
）

・
資
生
園
株
式
会
社
（
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
）

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

大
空
（
定
員
五
名
）

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

大
地
（
定
員
四
名
）

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

瑞
穂
（
定
員
四
名
）

・ 

小
規
模
多
機
能
型
居
住
介
護
事
業
所　

真
野
の
家
歩
歩

（
共
生
型
生
活
介
護　

共
生
型
短
期
入
所
）

○
そ
の
他　

関
係
団
体

・
大
津
茗
荷
村
（
滋
賀
県
大
津
市
中
庄
）

・
野
洲
茗
荷
村　

陽
だ
ま
り
（
滋
賀
県
野
洲
市
辻
町
）

・
東
北
茗
荷
村
（
宮
城
県
石
巻
市
山
下
町
）

・ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
み
ん
な
の
家
（
宮
城
県
東
松
島
市

大
塩
字
緑
ヶ
丘
）

・ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
イ
ワ
ン
農
場（
滋
賀
県
東
近
江
市
百
済
寺
甲
町
）

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
愛
の
会
（
滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町
）

・ 

農
業
生
産
法
人
（
株
）
茗
荷
村
同
労
社
（
滋
賀
県
東
近

江
市
市
ケ
原
町
）

・ 

農
業
生
産
法
人
（
株
）
茗
荷
村
同
労
社
大
津
市
店
（
滋

賀
県
大
津
市
日
吉
台
）

・ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

和
楽（
滋
賀
県
大
津
市
和
邇
今
宿
）

大
萩
茗
荷
村
が
、
十
人
少
し
で
田
村
一
二
氏
と
と
も
に
開

村
し
て
四
十
年
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
社
会
福
祉
法
人
が
次
々
に

設
立
さ
れ
、
非
営
利
の
活
動
が
続
い
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に

続
い
て
き
た
理
由
は
何
か
。
も
ち
ろ
ん
田
村
氏
の
崇
高
な
理

念
と
、
熱
い
信
念
、
そ
し
て
実
行
力
と
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
、

と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
思
い
を
受
け

継
ぎ
、
次
の
世
代
に
つ
な
い
だ
人
物
や
、
彼
ら
を
支
え
た
人
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た
ち
が
い
た
か
ら
で
あ
る
と
感
じ
た
。

次
章
で
は
、
そ
の
田
村
一
二
氏
の
思
想
と
そ
れ
を
受
け
継

ぎ
発
展
さ
せ
て
き
た
事
柄
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

第
二
章
　
田
村
一
二
氏
の
思
想

（
一
）
周シ
ュ

梨リ

槃ハ
ン

特ド
ク

と
茗
荷
村
の
原
点

田
村
一
二
氏
の
考
え
方
を
検
証
す
る
際
に
、
ま
ず
こ
の
村

の
名
称
で
あ
る
「
茗
荷
」
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。
こ

の
「
茗
荷
村
」
と
い
う
名
称
の
由
来
は
、
筆
者
が
二
〇
二
一

年
に
大
津
茗
荷
村
を
主
宰
す
る
薮
田
喜
山
氏
に
出
会
い
、
茗

荷
村
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

茗
荷
村
の
「
茗
荷
」
と
は
、
お
釈
迦
様
の
仏
弟
子
で
あ
る

周
梨
槃
特
の
説
話
に
由
来
す
る
。

バ
ラ
モ
ン
教
の
信
者
で
あ
っ
た
周
梨
槃
特
は
、
生
ま

れ
つ
き
記
憶
力
が
非
常
に
弱
く
、
物
事
を
覚
え
る
こ
と

が
苦
手
で
あ
っ
た
。
一
方
で
兄
の
摩マ

訶カ

槃ハ
ン

陀ダ

伽カ

は
優
秀

で
、
学
問
に
秀
で
て
い
た
た
め
、
バ
ラ
モ
ン
教
か
ら
仏

教
の
教
え
に
興
味
を
抱
き
、
舎シ
ャ

利リ

弗ホ
ツ

や
目モ
ク

連レ
ン

と
と
も
に

仏
弟
子
と
な
っ
た
。

そ
の
兄
、
摩
訶
槃
陀
伽
の
勧
め
に
よ
っ
て
周
梨
槃
特

も
仏
弟
子
と
な
る
。
し
か
し
、
周
梨
槃
特
は
大
切
な
釈

迦
の
教
え
が
頭
に
残
ら
な
い
。
つ
い
に
兄
に
も
努
力
が

足
り
な
い
と
叱
ら
れ
、努
力
し
よ
う
に
も
成
果
が
出
ず
、

途
方
に
く
れ
て
祇
園
精
舎
を
後
に
す
る
。

あ
る
時
、
悲
し
み
に
暮
れ
る
周
梨
槃
特
に
お
釈
迦
様

が
声
を
か
け
た
。
周
梨
槃
特
が
事
情
を
話
す
と
「
悲
し

む
必
要
は
な
い
。
周
梨
槃
特
は
自
分
の
で
き
な
い
こ
と

を
知
っ
て
い
る
。
世
の
中
に
は
自
分
が
で
き
る
と
思
っ

て
い
る
が
、全
く
で
き
て
い
な
い
者
が
た
く
さ
ん
い
る
。

で
き
な
い
こ
と
を
仮
に
愚
か
で
あ
る
と
す
る
と
愚
か
さ

を
知
る
こ
と
が
最
も
悟
り
に
近
づ
く
こ
と
で
あ
る
」
と

お
釈
迦
様
は
優
し
く
促
し
た
。

そ
し
て
、
一
本
の
箒ほ
う
きを
持
っ
て
き
て
、「
ち
り
を
は

ら
わ
ん
」「
あ
か
を
お
と
さ
ん
」
と
い
う
言
葉
を
授
け

ら
れ
た
。

周
梨
槃
特
は
、
そ
れ
か
ら
そ
の
言
葉
を
覚
え
る
た
め

に
、
毎
日
箒
で
ち
り
を
払
う
と
い
う
掃
除
三
昧
の
日
々

を
送
っ
た
。
二
十
年
間
掃
除
を
続
け
、
そ
の
中
で
、
一

度
お
釈
迦
様
に
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。「
何
年
掃

除
を
し
て
も
上
達
し
な
い
が
、
上
達
し
な
い
こ
と
に
腐

ら
ず
、
同
じ
こ
と
を
続
け
る
。
上
達
す
る
こ
と
も
大
切

だ
が
、
根
気
よ
く
同
じ
こ
と
を
続
け
る
こ
と
は
、
も
っ

と
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
仏
弟
子
に
み
る

こ
と
が
で
き
な
い
大
切
な
こ
と
で
あ
る
」。

周
梨
槃
特
は
こ
の
よ
う
な
言
葉
に
支
え
ら
れ
て
掃
除

を
続
け
て
い
た
が
、
あ
る
時
、「
ち
り
や
ほ
こ
り
は
、

い
つ
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
だ
け
で
は

な
く
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
あ
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ

に
あ
っ
た
り
す
る
。
す
な
わ
ち
、
自
分
が
気
づ
か
な
い

と
こ
ろ
に
も
、
大
事
な
物
事
が
隠
れ
て
い
る
。
自
分
は

愚
か
だ
と
自
覚
し
て
い
て
も
、
も
っ
と
も
っ
と
愚
か
な

部
分
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
気
付

き
、
阿
羅
漢
（
尊
敬
に
値
す
る
修
行
者
）
の
悟
り
に
達

し
た
。

仏
弟
子
周
梨
槃
特
の
説
話
の
概
要
は
上
記
の
内
容
と
な
る

が
、
そ
の
後
の
俗
説
と
し
て
、
周
梨
槃
特
が
亡
く
な
り
、
彼

の
お
墓
に
茗
荷
が
生
え
た
と
い
う
話
が
一
般
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
茗
荷
村
の
「
茗
荷
」
は
、
周
梨
槃
特
の
行
い

と
そ
の
存
在
を
意
味
し
、
村
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
近
江
の
各
地
を
歩
き
な
が
ら
、
各
地
に
残
る

仏
教
説
話
に
由
来
す
る
伝
承
、
伝
説
を
取
り
あ
げ
て
き
た
筆

者
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
興
味
深
い
話
で
あ
っ
た
。
思
い
返

せ
ば
、
筆
者
が
幼
い
頃
、
母
親
か
ら
「
茗
荷
を
食
べ
る
と
ア

ホ
に
な
る
。
昔
、
勉
強
が
で
き
ひ
ん
ア
ホ
な
人
が
死
ん
で
、

そ
の
お
墓
に
茗
荷
が
生
え
た
ん
や
っ
て
」
と
い
う
話
を
聞
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
こ
の
話
が
、
仏
弟
子
周
梨
槃
特
の

深
い
仏
教
説
話
に
由
来
す
る
と
い
う
こ
と
に
感
嘆
し
た
。
ま

た
、
調
べ
て
み
る
と
赤
塚
不
二
夫
の
名
作
漫
画
「
天
才
バ
カ

ボ
ン
」
の
「
レ
レ
レ
の
お
じ
さ
ん
」
の
モ
デ
ル
が
周
梨
槃
特

で
あ
る
と
い
う
俗
説
も
目
に
し
て
驚
い
た
。

田
村
一
二
氏
は
、
障
害
児
童
を
周
梨
槃
特
に
な
ぞ
ら
え
な

が
ら
、
賢
者
も
愚
者
も
隔
た
り
な
く
活
動
で
き
る
祇
園
精
舎

の
よ
う
な
場
を
つ
く
ろ
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ

と
を
「
茗
荷
」
と
い
う
言
葉
が
表
し
て
い
る
。

「
茗
荷
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
様
々
な
関
心
ご
と
に
つ
な

が
り
、
茗
荷
村
を
創
設
し
た
田
村
一
二
氏
の
思
想
や
、
村
自

体
の
取
り
組
み
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
。

（
二
）
田
村
一
二
氏
の
思
想

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
に
発
刊
さ
れ
た
「
茗
荷
村

通
信
二
十
八
号
」
に
、
田
村
氏
の
「
茗
荷
村
と
は
」
と
題
さ
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れ
た
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
田
村
氏
の
茗
荷
村
に
対
す

る
思
い
（
精
神
）
が
簡
潔
に
書
か
れ
て
い
る
と
思
い
、
そ
の

ま
ま
下
記
に
取
り
あ
げ
て
み
た
。

「
茗
荷
村
と
は
」

福
祉
と
い
う
こ
と
は
、語
源
か
ら
解
釈
し
て
ゆ
く
と
、

つ
な
が
り
の
水
平
化
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
施
設
も
福

祉
の
一
つ
の
型
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
、
垣
で
囲
ま
れ
、

鉄
の
門
で
、
完
全
に
社
会
か
ら
隔
て
ら
れ
て
い
る
な
ら

ば
、
語
源
か
ら
い
っ
て
、
本
当
の
福
祉
の
か
た
ち
と
は

い
え
な
い
よ
う
に
思
う
。
ま
し
て
、
そ
の
施
設
の
中
が
、

棟
毎
に
錠
前
で
遮
断
さ
れ
て
い
る
と
な
る
と
、
つ
な
が

り
の
水
平
化
と
い
う
福
祉
の
性
質
か
ら
み
て
、
と
ん
で

も
な
い
福
祉
施
設
だ
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
更
に
、

そ
の
よ
う
な
隔
離
的
施
設
の
数
だ
け
を
見
て
、
わ
が
県

は
、
福
祉
県
で
あ
る
と
鼻
を
高
く
し
て
い
る
の
は
困
っ

た
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
「
村
づ
く
り
」
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
は
門
も
垣
も
な
い
。
賢
愚
、
老
若
、
男
女
、
い
ろ

い
ろ
差
が
あ
る
が
、
み
ん
な
仲
よ
く
や
っ
て
ゆ
く
。
こ

れ
が
差
が
あ
っ
て
別
な
し
で
あ
る
。
そ
し
て
、
流
汗
同

労
の
生
活
の
中
で
、
愚
者
を
見
る
目
が
正
当
に
な
っ
た

人
が
、
社
会
に
帰
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
あ
た
た
か
い
目
が
、

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
を
ど
れ
ほ
ど
あ
た
た
か
く
励
ま

し
て
ゆ
く
か
、
こ
れ
を
経
験
的
に
言
い
切
れ
る
の
で
あ

る
。茗

荷
村
は
こ
の
目
を
つ
く
り
上
げ
て
ゆ
く
と
こ
ろ
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
「
賢
愚
和
楽
」
の
場
で
あ
り
、

そ
の
方
法
は
「
流
汗
同
労
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ

し
て
、
こ
の
あ
た
た
か
い
目
が
、
地
球
を
洗
う
石
け
ん

に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、障
が
い
児
者
を
も
っ
た
親
御
さ
ん
が
、

そ
の
人
た
ち
を
茗
荷
村
へ
預
け
よ
う
と
さ
れ
る
が
、
村

の
本
質
目
標
か
ら
す
る
と
た
だ
の
分
離
隔
離
の
場
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 「
茗
荷
村
通
信
二
十
八
号
」昭
和
六
十
三
年（
一
九
八
八
）

 

田
村
一
二

茗
荷
村
に
は
、
四
つ
の
村
是
（
村
の
目
標
、
指
針
）「
賢

愚
和
楽
」「
自
然
随
順
」「
物
心
自
立
」「
後
継
養
成
」
が
あ
る
。

こ
れ
ら
も
含
め
、
田
村
一
二
氏
が
茗
荷
村
創
設
以
来
、
大
切

に
さ
れ
て
き
た
精
神
で
あ
る
。

福
祉
と
い
う
言
葉
は
水
平
を
意
味
し
、
障
害
者
と
健
常
者

を
分
け
る
の
で
は
な
く
、
と
も
に
汗
を
流
し
て
作
業
に
取
り

組
む
中
で
、「
あ
た
た
か
い
目
」が
育
ま
れ
、村
が
一
つ
に
な
っ

て
い
く
。
こ
の
真
理
を
理
解
し
、
広
げ
、
後
世
に
伝
え
つ
な

ぐ
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
宗
教
に
み
る
茗
荷
村
の
理
念　

つ
な
い
で
き
た
人
々

こ
の
田
村
氏
の
考
え
方
に
共
感
し
、
開
村
当
初
か
ら
入
村

し
た
初
代
大
萩
茗
荷
村
代
表
の
高
城
一
哉
氏
の
存
在
が
、
こ

の
茗
荷
村
の
今
に
と
っ
て
大
き
く
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。高

城
氏
は
大
津
市
膳
所
の
出
身
で
、
社
会
福
祉
と
い
う
よ

り
は
、
資
本
主
義
社
会
の
末
路
に
あ
る
悲
惨
な
戦
争
に
心
を

痛
め
、こ
れ
か
ら
の
社
会
の
あ
り
方
を
考
え
て
き
た
と
い
う
。

新
し
い
社
会
と
は
何
か
。
そ
こ
に
共
同
体
を
つ
く
る
と
い
う

考
え
方
が
生
ま
れ
て
き
た
。
小
説
家
で
文
化
人
の
武
者
小
路

実
篤
と
彼
ら
が
所
属
す
る
白
樺
派
の
活
動
家
た
ち
が
構
想
し

た
「
新
し
き
村
」
の
実
践
な
ど
が
刺
激
に
な
っ
た
。
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
村
、
理
想
郷
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
例
え
ば
、

仏
教
で
い
う
慈
悲
、
キ
リ
ス
ト
教
で
い
う
愛
、
儒
教
が
い
う

仁
な
ど
、
人
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
も
大
切

で
あ
る
。
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ら
大
切
な
こ
と
を
理
解
し
な

け
れ
ば
、
理
想
郷
に
は
た
ど
り
着
か
な
い
。
高
城
氏
は
、
仏

道
に
入
っ
て
千
日
回
峰
行
を
満
行
し
た
箱
崎
文
応
大
阿
闍
梨

に
師
事
し
、
考
え
方
を
固
め
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
戦
争
孤
児
の
救
済
に
関
わ
っ
て
「
こ
の
子
ら
を

世
の
光
に
」
と
い
う
「
近
江
学
園
」
で
糸
賀
一
雄
氏
や
池
田

太
郎
氏
、
そ
し
て
田
村
一
二
氏
に
出
会
い
、
孤
児
の
面
倒
を

見
な
が
ら
、
や
が
て
茗
荷
村
に
入
村
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
と
い
う
。

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
に
大
萩
茗
荷
村
が
誕
生
し
て
四

十
周
年
迎
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
八
月
、
盛
大
に
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
、
十
二
月
に
『
大
萩
茗
荷
村
四
〇
周
年
を
迎
え

て
』
と
い
う
記
念
冊
子
が
発
刊
さ
れ
た
。
そ
の
記
念
冊
子
の

中
に
記
念
座
談
会
と
い
う
企
画
が
あ
り
、「
後
継
養
成
を
考

え
る
」
と
い
う
、
村
是
の
一
つ
で
あ
る
「
後
継
養
成
」
に
つ

い
て
、
高
城
氏
を
は
じ
め
、
現
在
の
茗
荷
村
を
支
え
る
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
が
語
る
と
い
う
貴
重
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

た
。こ

の
記
事
の
内
容
が
、
す
な
わ
ち
筆
者
が
は
じ
め
に
感
じ

て
い
た
、
な
ぜ
茗
荷
村
が
開
村
か
ら
こ
こ
ま
で
発
展
し
て
き

た
か
と
い
う
理
由
が
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
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以
下
に
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

（
四
）
大
萩
茗
荷
村
四
十
周
年
記
念
座
談
会
か
ら

大
萩
茗
荷
村
の
四
十
周
年
記
念
冊
子
に
「
茗
荷
村
の
心
で

生
き
る
こ
と
」後
継
養
成
を
考
え
る
と
題
さ
れ
た
座
談
会（
二

〇
二
二
年
四
月
十
日 
石
南
花
の
家
に
て
開
催
）
に
参
加
さ

れ
た
人
々
は
、

・
小
泉
一
郎
氏

 
 

現
在
大
萩
茗
荷
村
代
表　

座
談
会
の
司
会

・
高
城
一
哉
氏

 
 

初
代
大
萩
茗
荷
村
代
表

・
山
形
宗そ
う

湛た
ん

氏

 
 

 

比
叡
山
延
暦
寺
理
性
院
住
職　

高
城
氏
の
ご
子
息

・
小
泉
麥ば
く

哉や

氏

 
 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
艸
苑
家
族　

天
空
・
宗
教
法
人
茗
荷
山

天
保
寺
奉
仕
会
代
表　

小
泉
氏
の
ご
子
息

・
東
浦
弘
昌
氏

 
 

農
業
生
産
法
人
（
株
）
茗
荷
村
同
労
社
代
表
取
締
役

・
前
田
洋
和
氏

 
 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
艸
苑
家
族　

天
空
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茗
荷

村　

大
萩
茗
荷
村
通
信
担
当

・
高
橋
翔
氏

 
 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
艸
苑
家
族　

天
空
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム 

石
南
花
の
家　

元
里
子

の
合
計
七
名
で
あ
る
。

茗
荷
村
が
こ
れ
ま
で
に
発
展
、
継
続
し
て
き
た
要
因
が
、

こ
の
座
談
会
で
語
ら
れ
る
言
葉
に
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
と
考

え
、
彼
ら
の
語
録
を
拾
い
あ
げ
て
み
た
。

〇
小
泉
一
郎
氏

 
 

現
在
大
萩
茗
荷
村
代
表　

座
談
会
の
司
会

・ 

茗
荷
村
に
尽
く
さ
れ
た
人
々
の
た
め
に
我
々
が
あ

る
。
田
村
先
生
の
理
念
で
あ
る
「
二
つ
一
つ
」
や

四
つ
の
村
是
が
、
机
上
の
空
論
で
は
な
く
実
践
を

通
し
て
続
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
受
け
継
い

だ
人
々
の
思
い
が
「
後
継
養
成
（
村
是
の
一
つ
）」

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

・ 

高
橋
翔
く
ん
は
、里
子
と
し
て
村
に
来
て
く
れ
た
。

不
登
校
し
た
り
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
勉
強
し
た

り
、司
書
の
勉
強
し
た
り
、
岡
山
に
行
っ
た
り
し

て
、迷
い
な
が
ら
結
局
、村
が
い
い
と
思
っ
て
戻
っ

て
き
て
く
れ
た
。

・ 

支
え
る
と
支
え
ら
れ
る
は
、
常
に
行
っ
た
り
来
た

り
で
、
許
す
と
許
さ
れ
る
も
一
つ
。
田
村
先
生
が

お
っ
し
ゃ
る
「
二
つ
一
つ
」。
そ
の
両
極
を
愛
で

つ
な
い
で
、
学
ん
で
い
る
の
が
茗
荷
村
。
人
間
は

そ
ん
な
に
立
派
で
は
な
い
の
で
、
行
っ
た
り
来
た

り
、
出
た
り
入
っ
た
り
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に

一
生
懸
命
や
っ
た
ら
良
い
と
思
う
。

・ 

天
保
寺
の
経
典
「
日
々
の
祈
り
」
の
中
に
は
、
ま

ず
村
是
が
あ
り
ま
す
。「
親
元
根
元
、
子
は
梢
」

と
い
う
も
の
も
、
ま
ず
ご
先
祖
や
先
輩
を
大
切
に

し
よ
う
と
い
う
天
理
教
の
教
え
だ
と
思
う
。
禅
宗

で
い
う
器
と
お
茶
の
関
係
と
同
じ
こ
と
で
、
み
な

「
二
つ
一
つ
」
に
行
き
着
く
。
村
に
天
保
寺
が
で

き
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
大
き
な
意
味
を
持
っ
て

く
る
と
思
う
。

〇
高
城
一
哉
氏

 
 

初
代
大
萩
茗
荷
村
代
表

・ 

ど
ん
な
宗
教
で
も
最
初
に
習
う
の
は
下
駄
を
揃
え

て
庭
を
掃
い
て
、
納
屋
を
掃
除
す
る
こ
と
。
茗
荷

村
で
は
周
梨
槃
特
さ
ん
の
行
い
を
模
範
と
し
て
い

る
。親
が
や
ら
ず
に
子
供
に
言
っ
て
も「
お
父
ち
ゃ

ん
、お
母
ち
ゃ
ん
が
や
ら
な
い
の
に
な
ぜ
す
る
の
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
田
村
先
生
や
糸
賀
一
雄
先

生
も
「
お
掃
除
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
親
が
行

わ
な
い
こ
と
を
子
供
は
し
な
い
」
と
話
さ
れ
て
い

た
。
田
村
先
生
は
奥
様
と
二
人
で
、
子
供
た
ち
の

模
範
と
な
る
行
動
を
と
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
姿
こ

そ
が
茗
荷
村
の
一
番
の
学
び
で
あ
る
。

・ 

田
村
先
生
が
創
ら
れ
た
石
山
学
園
は
戦
前
か
ら

あ
っ
た
が
、
平
和
の
た
め
の
「
愛
の
生
き
方
」
を

実
践
す
る
た
め
に
は
、
一
番
弱
い
人
を
一
番
大
切

に
す
る
村
づ
く
り
が
理
想
に
あ
っ
た
。

・ 

本
来
の
福
祉
は
愛
の
実
践
で
あ
っ
て
、「
今
、
自

分
は
い
い
こ
と
を
し
て
い
る
」
と
い
う
「
福
祉
高

慢
」
で
は
だ
め
。
従
来
、
茗
荷
村
の
人
た
ち
は
必

要
以
上
の
も
の
は
、
み
ん
な
社
会
の
困
っ
た
人
た

ち
の
た
め
に
お
供
え
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
一
燈
園
の
方
々
に
教
わ
っ
た
。
一
燈
園

の
石
川
洋
先
生
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ポ
ル
・
ポ
ト

政
権
に
虐
殺
さ
れ
た
人
た
ち
の
孤
児
を
中
心
に

「
ス
ー
ベ
ル
フ
ァ
ー
ム
」
と
い
う
農
園
を
作
っ
て
、

孤
児
た
ち
が
自
立
す
る
こ
と
に
協
力
さ
れ
て
い

た
。
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・ 

田
村
先
生
が
考
え
た
村
是
の
一
つ
「
賢
愚
和
楽
」

は
「
差
は
あ
っ
て
も
別
は
な
い
」
と
い
う
。
そ
う

い
う
世
界
は
自
然
の
中
に
あ
る
。
こ
れ
も
村
是
の

一
つ
「
自
然
随
順
」
に
つ
な
が
る
。
今
の
社
会
は

自
然
そ
の
も
の
を
利
害
損
得
の
対
象
と
し
て
自
然

か
ら
た
く
さ
ん
の
も
の
を
奪
い
取
っ
て
い
る
。
私

た
ち
は
命
そ
の
も
の
が
輝
い
て
い
る
姿
と
し
て
、

こ
の
自
然
を
見
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
。

・ 「
後
継
養
成
」
を
考
え
る
こ
と
は
、
他
の
命
の
た

め
に
自
分
を
捧
げ
て
、
尽
く
し
て
行
け
る
か
と
考

え
る
こ
と
で
あ
る
。
愛
の
ま
な
ざ
し
を
生
き
と
し

生
け
る
も
の
全
て
に
注
ぐ
「
目
玉
石
け
ん
の
愛
」

に
、
我
々
は
生
き
ら
れ
る
か
と
い
う
大
事
な
と
こ

ろ
に
、
今
、
茗
荷
村
は
来
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

・ 「
楽
々
の
中
に
実
は
な
い
」
と
い
う
田
村
先
生
の

言
葉
が
あ
る
。
お
釈
迦
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
悉し
っ

皆か
い

苦く

の
中
で
、
自
分
た
ち
の
魂
を
磨
い
て
、
そ
う

い
う
自
立
を
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
田
村
先
生
ご

夫
妻
が
歩
ま
れ
た
道
の
花
布
教
所
の
歩
み
だ
と
思

う
し
、
自
分
を
捧
げ
て
他
の
た
め
に
尽
く
す
と
い

う
生
き
方
を
踏
襲
す
る
の
が
我
々
弟
子
の
立
場
だ

と
思
う
。
四
十
周
年
の
後
は
、
ど
う
か
そ
れ
で
お

願
い
し
た
い
。

〇
前
田
洋
和
氏

 
 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
艸
苑
家
族　

天
空
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

茗
荷
村　

大
萩
茗
荷
村
通
信
担
当

・ 

自
分
に
と
っ
て
茗
荷
村
は
「
勉
強
」
を
超
え
た
も

の
で
あ
っ
た
。
前
田
家
で
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た

Ｙ
さ
ん
は
、
耳
が
聞
こ
え
ず
、
知
的
障
害
も
持
っ

て
い
た
。
Ｙ
さ
ん
は
私
の
父
に
「
コ
ー
ヒ
ー
一
杯

頂
戴
」
と
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
し
て
ね
だ
り
、
父
が

コ
ー
ヒ
ー
を
渡
す
と
、「
お
い
し
い
、
お
い
し
い
」

と
本
当
に
喜
ん
で
飲
む
。
家
の
こ
と
を
頼
ま
れ
た

ら
、
一
生
懸
命
お
手
伝
い
を
す
る
。
自
分
は
Ｙ
さ

ん
の
姿
と
自
分
を
比
べ
て
、
長
い
間
、
引
き
裂
か

れ
る
よ
う
な
思
い
を
し
て
い
た
。

・ 

自
分
が
不
登
校
に
な
っ
た
時
、
茗
荷
村
で
は
「
こ

う
あ
る
べ
き
」と
指
導
や
説
教
は
全
く
な
か
っ
た
。

茗
荷
村
に
暮
ら
し
て
、「
至
ら
な
い
自
分
」「
仕
方

な
い
自
分
」
を
一
生
懸
命
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ろ

ん
な
方
に
出
会
っ
て
勉
強
し
て
き
た
。

・ 「
石
南
花
の
家
」
で
は
、
家
族
で
毎
日
、
朝
晩
に

般
若
心
経
を
唱
え
て
い
る
が
、「
す
ず
ら
ん
の
家
」

で
も
や
っ
て
い
る
。
あ
る
時
、
父
（
雅
敏
）
が
、

高
城
さ
ん
か
ら
「
子
供
た
ち
が
村
是
を
知
ら
な
い

と
は
ど
う
い
う
子
育
て
を
し
て
い
る
ん
だ
」
と
叱

ら
れ
た
。
そ
の
日
か
ら
、
お
勤
め
の
後
に
四
つ
の

村
是
を
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

〇
山
形
宗
湛
氏

 
 

比
叡
山
延
暦
寺
理
性
院
住
職　

高
城
氏
の
ご
子
息

・ 

茗
荷
村
で
生
ま
れ
て
育
っ
た
。
生
活
そ
の
も
の
が

茗
荷
村
だ
っ
た
の
で
、
障
が
い
が
あ
る
人
も
な
い

人
も
、
い
ろ
ん
な
人
が
日
常
の
中
で
み
ん
な
一
緒

に
い
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
。
茗
荷
村
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
人
と
ご
縁
を
結
ん
で
、
家
族
に
な
っ

た
り
し
て
、
つ
な
が
っ
て
い
く
。
今
、
茗
荷
村
を

見
る
と
、
高
城
家
も
小
泉
家
も
人
が
い
っ
ぱ
い
。

高
城
の
家
族
が
い
つ
の
間
に
か
増
え
て
い
る
か

ら
、
一
体
ど
こ
ま
で
が
高
城
家
な
の
か
と
思
っ
て

い
た
。
ご
縁
で
つ
な
が
り
、
生
活
の
中
で
つ
な
が

る
。
茗
荷
村
の
「
家
族
」
と
い
う
感
覚
は
、
言
葉

で
説
明
し
て
も
わ
か
る
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。

・ 

茗
荷
村
は
弱
い
人
を
大
事
に
す
る
。
社
会
的
に
弱

者
と
思
わ
れ
て
い
る
人
は
、
本
当
は
私
た
ち
の
先

生
だ
と
考
え
る
逆
転
の
発
想
が
茗
荷
村
で
あ
る
。

例
え
ば
茗
荷
村
で
は
鶏
を
飼
っ
て
世
話
を
し
て
い

る
が
、
実
は
人
が
鶏
に
世
話
を
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
農
作
物
に
人
が
育
て
ら

れ
た
り
、
学
校
で
も
生
徒
に
先
生
が
学
ば
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
も
同
じ
。

・ 

こ
れ
は
仏
教
観
で
も
あ
る
。
自
分
が
や
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
て
、
実
は
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
、

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
気
づ
け
た
ら
、

も
の
す
ご
く
物
事
が
や
り
や
す
く
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
良
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

・ 

茗
荷
村
の
歴
史
の
中
で
、
四
十
年
を
経
て
、
天
保

寺
が
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
大
き
い
こ
と
で
あ

る
。
天
保
寺
が
で
き
た
こ
と
で
、
こ
こ
で
み
ん
な

が
生
き
て
い
け
る
と
い
う
大
き
な
道
筋
が
見
え
て

き
た
。
初
代
住
職
の
前
田
さ
ん
は
、
第
二
世
周
梨

槃
特
さ
ん
だ
と
思
う
。
道
の
花
布
教
所
を
田
村
先

生
か
ら
引
き
継
が
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
先
輩
を
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大
事
に
し
て
、
そ
の
心
を
引
き
継
が
れ
た
こ
と
は

重
要
な
こ
と
。

〇
小
泉
麥
哉
氏

 
 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
艸
苑
家
族　

天
空
・
宗
教
法
人
茗

荷
山
天
保
寺
奉
仕
会
代
表　

小
泉
氏
の
ご
子
息

・ 

山
形
宗
湛
さ
ん
と
同
じ
く
、
自
身
も
、
生
ま
れ
た

時
か
ら
生
活
そ
の
も
の
が
茗
荷
村
だ
っ
た
。「
石

南
花
の
家
」
が
茗
荷
村
だ
と
い
う
感
覚
が
あ
る
。

両
親
が
自
分
の
生
き
方
と
し
て
や
っ
て
い
る
こ
と

な
の
で
、
大
変
そ
う
に
見
え
る
時
も
あ
っ
た
が
、

そ
れ
を
生
活
の
軸
と
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
幸
せ

そ
う
だ
と
も
思
っ
て
い
た
。「
こ
う
い
う
こ
と
だ

か
ら
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
言
わ
れ
た
わ
け

で
な
く
、そ
れ
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
育
っ
た
。

・ 

一
旦
、普
通
の
一
般
的
な
介
護
施
設
に
勤
め
た
が
、

何
か
違
和
感
を
感
じ
、
施
設
の
や
り
方
に
も
自
身

の
考
え
が
あ
わ
ず
、
茗
荷
村
に
戻
っ
て
き
た
。
現

在
は
「
天
空
」
で
活
動
を
し
て
い
る
。

誰
か
の
た
め
に
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
こ
ん

な
に
幸
せ
で
良
い
の
か
と
い
う
感
覚
が
あ
る
。
当

た
り
前
に
奥
さ
ん
が
い
て
、
子
供
が
い
て
、
食
べ

る
も
の
が
あ
っ
て
、
屋
根
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
大

事
な
こ
と
だ
と
思
え
る
自
分
が
い
る
。
小
さ
い
時

か
ら
見
て
き
た
親
や
村
の
人
た
ち
の
背
中
が
、
そ

れ
が
大
事
な
こ
と
で
、
幸
せ
な
こ
と
だ
と
教
え
て

く
れ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。

・ 

自
分
自
身
が
「
村
」
に
な
り
た
い
。
自
分
が
一
生

懸
命
や
る
、
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
や
る
、
楽

し
そ
う
に
村
の
こ
と
を
や
る
こ
と
が
一
番
大
事

で
、
自
分
も
そ
う
い
う
村
の
人
た
ち
を
見
て
、
す

ご
い
な
と
思
う
。い
ろ
ん
な
人
た
ち
の
姿
を
見
て
、

自
分
も
そ
う
な
り
た
い
と
思
う
。「
自
分
が
し
な

が
ら
、
相
手
か
ら
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
経
験
を

毎
日
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

〇
東
浦
弘
昌
氏

 
 

農
業
生
産
法
人（
株
）茗
荷
村
同
労
社
代
表
取
締
役

・ 

大
学
で
農
業
を
学
ん
だ
。
自
身
は
、
も
と
も
と
人

付
き
合
い
も
そ
ん
な
に
で
き
な
い
し
、
社
会
に
合

わ
せ
る
こ
と
も
得
意
で
は
な
い
。
障
が
い
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
一
緒
に
活
動
し
て
い
る
茗
荷
村
と

い
う
存
在
を
知
っ
て
こ
の
村
に
来
た
。
農
業
を
す

る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
社
会
的
弱
者
と
言
わ

れ
る
人
た
ち
と
一
緒
に
田
ん
ぼ
や
畑
を
し
た
い
と

い
う
思
い
で
来
た
。

・ 
村
で
は
、
農
業
生
産
法
人
「
同
労
社
」
で
畑
を
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
現
代
の
農
業
の
姿
で
は
な

く
、
昔
の
「
農
」
の
考
え
を
大
切
に
し
た
い
。
そ

れ
が
す
ご
く
可
能
性
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
な
が

ら
、
実
際
に
で
き
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、

や
っ
て
き
た
。

第
三
章
　
茗
荷
村
の
こ
れ
か
ら 

〜
近
江
学
の
視
点
で
見
る
〜

（
一
）「
石
南
花
の
家
」
と
小
泉
氏
の
家
族

二
〇
二
三
年
の
暮
れ
に
、
小
泉
一
郎
氏
の
ご
自
宅
で
も
あ

る
、
滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野
町
の
「
石
南
花
の
家
」
を
訪
ね
た
。

「
石
南
花
の
家
」
は
、
元
々
、
日
野
商
人
に
つ
な
が
る
家

系
の
商
家
の
民
家
を
譲
り
受
け
た
と
い
う
古
民
家
で
、
部
屋

が
大
小
合
わ
せ
て
二
十
五
室
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
に
〇
歳
か

ら
八
十
歳
く
ら
い
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の
、
障
害
を
持
つ

人
、
持
た
な
い
人
（
身
寄
り
の
な
い
人
、
里
子
さ
ん
）、
小

泉
氏
の
家
族
、
合
わ
せ
て
二
十
五
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。

小
泉
氏
は
大
萩
茗
荷
村
に
来
て
三
十
六
年
、
日
野
に
暮
ら

し
て
二
十
五
年
に
な
る
と
い
う
。
バ
ブ
ル
絶
頂
期
に
東
京
農

業
大
学
で
農
業
を
学
び
、
父
親
は
こ
れ
か
ら
は
経
済
の
時
代

と
言
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
な
ぜ
か
反
発
し
、
大
学
卒
業
後

も
タ
イ
の
農
村
に
入
っ
て
古
き
良
き
時
代
の
農
業
を
体
感
し

た
。
そ
こ
で
茗
荷
村
に
関
係
す
る
人
物
と
出
会
い
、
日
本
に

帰
っ
て
大
萩
茗
荷
村
に
初
め
て
や
っ
て
き
た
。

茗
荷
村
で
、
高
城
さ
ん
と
出
会
い
刺
激
を
受
け
、
ま
た
現

在
の
妻
と
も
そ
こ
で
出
会
っ
た
。
三
人
息
子
が
い
る
が
、
全

て
茗
荷
村
で
育
て
、
今
も
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
。

（
二
）
近
江
学
研
究
所
が
目
指
し
て
い
る
こ
と

現
在
、
筆
者
は
近
江
学
研
究
所
で
、
文
化
誌
「
近
江
学
」

を
編
集
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

常
に
考
え
て
い
る
。
近
江
学
研
究
所
で
は
、
当
初
、「
近
江

の
か
た
ち
を
明
日
に
つ
な
ぐ
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
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か
ら
の
も
の
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、
過
去
の
か
た
ち
や
、

仕
組
み
を
検
証
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
き
た
。そ
し
て
、

近
年
に
な
り
、
近
世
の
暮
ら
し
か
ら
未
来
社
会
の
あ
り
方
を

考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
近
江
に
残
さ
れ

て
い
る
地
形
、
自
然
環
境
、
そ
し
て
祭
礼
や
そ
こ
に
現
れ
る

も
の
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
も
の
は
何
か
と
。

近
江
学
研
究
所
が
発
刊
す
る
文
化
誌
「
近
江
学
」
は
、
二

〇
一
九
年
に
「
里
」、
二
〇
二
〇
年
が
「
川
」、
コ
ロ
ナ
禍
で

一
年
休
刊
の
後
、
二
〇
二
一
年
に
「
祭
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

近
世
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
眺
め
て
き
た
。
そ
し
て
二
〇
二
二

年
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
近
江
に
お
け
る
「
禍
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
。
そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
も
の
が
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
で
あ
っ
た
。
近
世
の
暮
ら
し
は
、
集
落
を
単
位
と
す

る
ま
さ
に
血
縁
と
地
縁
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
基
本
に
な
る
。

そ
し
て
、
そ
の
集
落
を
襲
う
自
然
災
害
（
地
震
、
火
災
、
洪

水
、
旱
魃
、
害
虫
の
発
生
な
ど
）
に
晒
さ
れ
、
現
代
人
も
経

験
し
た
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
、
疫
病
（
天
然
痘
、
コ
レ
ラ
、

マ
ラ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
な
ど
）
に
も
襲
わ
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
に
立
ち
向
か
う
た
め
、人
々
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
結
束
を
深
め
、
お
互
い
が
支
え
合
っ
て
乗
り
越
え
て
き
た

こ
と
が
見
え
て
き
た
。

近
江
学
研
究
所
で
は
、
二
〇
二
三
年
に「
惣そ

う

（
地
縁
、
血

縁
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）」、
そ
し
て
「
座
（
生な
り

業わ
い

の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
）」、「
講（
楽
し
み
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）」と
い
う
内
容

で
、
こ
の
三
年
間
、
身
近
に
あ
る
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

つ
い
て
研
究
を
深
め
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。

（
三
）
近
世
集
落
の
姿

近
世
の
集
落
を
眺
め
る
と
、
基
本
的
に
、
そ
の
場
所
で
生

ま
れ
、
そ
し
て
育
ち
、
家
族
を
持
っ
て
一
生
を
終
え
る
。
暮

ら
し
は
、
そ
の
場
所
に
あ
る
も
の
で
家
を
建
て
、
畑
や
田
圃

を
造
成
し
て
作
物
を
植
え
、
消
費
す
る
。
地
産
地
消
は
当
た

り
前
で
、
ほ
と
ん
ど
無
駄
が
な
く
使
用
し
た
道
具
や
も
の
は

大
切
に
扱
い
、
最
後
は
自
然
に
帰
っ
て
い
く
。
す
べ
て
が
地

域
（
集
落
）
内
で
循
環
す
る
。

日
常
の
農
作
業
や
、
道
路
の
補
修
、
家
の
修
繕
、
災
害
時

の
備
え
な
ど
全
て
の
こ
と
は
村
人
が
協
力
し
て
集
団
で
行

う
。
こ
こ
に
深
く
結
び
つ
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
日
常
の
楽
し
み
も
み
ん
な
で
共
有
す

る
。
神
様
や
仏
様
な
ど
信
仰
を
も
と
に
し
た
「
〇
〇
講
」
と

呼
ば
れ
る
組
織
が
形
成
さ
れ
、
そ
こ
で
は
様
々
な
楽
し
み
が

展
開
さ
れ
る
。
年
に
一
度
の
村
の
祭
り
は
全
村
人
が
参
加
す

る
最
大
の
行
事
で
あ
る
。

（
四
）
近
現
代
社
会
の
弊
害

一
方
で
、
現
代
の
暮
ら
し
に
目
を
向
け
る
と
、
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
（
交
通
、
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
、
ゴ
ミ
処

理
な
ど
）
の
整
備
が
行
き
届
き
、
合
理
化
さ
れ
て
生
活
す
る

に
あ
た
っ
て
非
常
に
便
利
に
な
っ
た
。
言
い
換
え
る
と
隣
人

に
頼
ら
ず
と
も
生
活
が
で
き
る
仕
組
み
が
整
っ
た
。
娯
楽
に

つ
い
て
も
、
い
つ
で
も
誰
で
も
が
手
軽
に
個
人
で
楽
し
む
も

の
が
、
家
の
中
に
も
あ
り
、
町
に
も
溢
れ
て
い
る
状
況
が
あ

る
。こ

れ
ら
を
近
世
と
比
べ
て
み
る
と
、
全
く
逆
の
暮
ら
し
の

か
た
ち
で
あ
る
と
言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
近
代
社
会
は
、
大
量

に
モ
ノ
を
つ
く
っ
て
消
費
す
る
こ
と
で
、
経
済
を
大
き
く
発

展
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
結
果
と
し
て
現
代

の
社
会
が
あ
る
。
近
代
社
会
は
意
識
的
に
近
世
の
共
同
体
を

解
体
し
、
便
利
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
し
た
。
し
か
し
一

方
で
、
環
境
汚
染
や
紛
争
の
勃
発
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

希
薄
化
と
そ
れ
に
伴
う
個
人
の
孤
立
な
ど
、
様
々
な
弊
害
が

明
る
み
に
な
っ
て
き
た
。

幸
せ
な
未
来
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
も
う
一
度
、
近

世
社
会
に
目
を
向
け
、
そ
こ
か
ら
何
か
を
見
つ
け
て
行
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
近
江
学
研
究
所
の
研
究
は
、
近
江
の
貴
重
な

風
土
を
検
証
し
、
未
来
社
会
へ
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

（
五
）
現
在
の
茗
荷
村
の
姿
に
思
う

そ
の
視
点
で
、
茗
荷
村
を
訪
ね
た
時
、
筆
者
は
現
代
に
お

い
て
、
近
世
社
会
の
至
宝
を
垣
間
見
た
思
い
が
し
た
。
以
下

に
そ
の
項
目
を
あ
げ
て
み
た
い
。

・
田
村
氏
の
思
い
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
過
酷
な
自
然
状
況

の
中
に
村
を
つ
く
る
こ
と
で
、共
同
体
の
結
束
が
生
ま
れ
、

み
ん
な
が
助
け
合
い
、そ
こ
に
深
い
絆
が
生
ま
れ
る
こ
と
。

・ 

山
形
宗
湛
氏
や
、
小
泉
麥
哉
氏
な
ど
茗
荷
村
で
生
ま
れ

育
っ
た
人
た
ち
は
、
障
害
が
あ
る
人
、
無
い
人
が
普
通
の

家
族
と
し
て
扱
わ
れ
、
み
ん
な
が
平
等
で
、
認
め
合
い
、

村
是
に
し
た
が
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
当
た
り
前
で
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
家
族
が
普
通
の
暮
ら
し
で
あ

る
こ
と
。

・
弱
い
人
を
大
事
に
す
る
こ
と
。
社
会
的
に
弱
者
と
思
わ
れ

て
い
る
人
は
、
本
当
は
私
た
ち
の
先
生
だ
と
考
え
る
逆
転
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の
発
想
が
茗
荷
村
に
あ
る
こ
と
。

・
地
域
に
存
在
す
る
農
作
物
や
生
物
を
大
切
に
扱
い
、
そ
の

恵
み
を
享
受
し
て
い
る
こ
と
。

・
四
つ
の
大
切
な
村
是
を
中
心
に
神
仏
を
超
え
た
教
え
を

持
っ
た
宗
教
法
人「
天
保
寺
」が
村
の
精
神
の
支
え
と
な
っ

て
い
る
こ
と
。

・
年
間
を
通
し
て
、
様
々
な
行
事
（
新
年
会
、
進
級
進
学
祝

い
会
、
田
植
え
、
座
禅
会
、
潮
干
狩
り
、
寺
子
屋
キ
ャ
ン

プ
、
地
蔵
盆
と
盆
踊
り
、
彼
岸
会
、
稲
刈
り
、
焼
き
芋
、

お
楽
し
み
会
な
ど
）
が
設
定
さ
れ
、
村
人
が
協
力
し
て
行

事
を
行
い
参
加
し
て
い
る
こ
と
。

現
在
、「
環
境
、
経
済
、
社
会
」
の
均
衡
を
取
り
な
が
ら
、

国
際
社
会
が
十
七
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（Sustainable D
evelopm

ent Goals

）
が
広
く
知
ら
れ
て

い
る
が
、
茗
荷
村
の
取
り
組
み
の
中
に
、
十
七
の
全
て
の
目

標
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

高
城
氏
が
話
し
て
お
ら
れ
た
が
、「
田
村
先
生
が
開
村
時

は
茗
荷
村
の
活
動
は
、
外
の
人
か
ら
中
々
理
解
し
て
も
ら
え

な
い
が
、
い
つ
の
日
に
か
、
茗
荷
村
の
あ
り
方
が
普
通
に
な

る
日
が
必
ず
く
る
。
来
な
い
と
い
け
な
い
」。

確
か
に
そ
の
通
り
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
筆
者
も
改
め
て

感
じ
た
。

お
わ
り
に

茗
荷
村
に
は
、
茗
荷
村
で
生
ま
れ
た
人
、
茗
荷
村
に
興
味

が
あ
っ
て
遠
く
か
ら
き
た
人
、
身
寄
り
が
な
く
里
子
と
し
て

や
っ
て
き
た
人
な
ど
い
ろ
ん
な
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。
い
わ

ゆ
る
地
縁
、
血
縁
の
濃
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い

た
。二

〇
二
四
年
の
元
日
に
、
石
川
県
能
登
半
島
を
烈
震
が

襲
っ
た
。
復
旧
の
目
処
が
立
た
ず
、
辛
い
思
い
を
し
て
い
る

方
々
が
ま
だ
多
く
お
ら
れ
る
と
聞
く
。
こ
の
よ
う
な
大
災
害

は
、
日
本
に
お
い
て
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く

な
い
。
そ
の
際
に
最
も
大
切
な
の
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
災
害
時
の
救
助
活
動
か
ら
復
旧

活
動
、災
害
後
の
心
の
ケ
ア
な
ど
含
め
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
さ
れ
て
い
る
。

茗
荷
村
の
よ
う
な
、
し
っ
か
り
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

存
在
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
改
め
て
感
じ
た
次

第
で
あ
る
。

今
後
も
、
四
十
周
年
を
迎
え
た
茗
荷
村
の
活
動
に
は
注
目

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
回
の
取
材
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
大
津
茗
荷
村
の
薮

田
喜
山
様
、
大
萩
茗
荷
村
代
表
の
小
泉
一
郎
様
、
高
城
一
哉

様
に
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
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